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令和７（２０２５）年度 宝塚医療大学 入学試験 一般選抜 前期α日程 問題  

数学 解答と出題のねらい 

【１】 

ア      (𝑥 + 2𝑦)(𝑥 − 2𝑦)(𝑥 + 2𝑧) イ        −
6√2
11

 

ウ      −
7√2
12

 エ      311 オ     467 

 

【2】 （１）初めの３回がすべて失敗し，４回目に初めて成功する場合の確率を求める。 

         各回の試行は独立だから， (
1

3
)

3
×

2

3
=

2

81
    答え  

2

81
 

     (2) 成功を〇，失敗を×で表す。４回目の実験が２度目の成功となるのは，下表において，２度目の〇が４回目

に現れる場合である。したがって３回目までの試行に〇が１度×が２度現れることになる。各根元事象とそ

の確率を表に整理すると下のようになる。 

事象 事象 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 確率 

４回の実験のうち 

４回目が２度目の

成功となる場合 

ア 〇 × × 〇 (
1

3
)

2

× (
2

3
)

2

 

イ × 〇 × 〇 (
1

3
)

2

× (
2

3
)

2

 

ウ × × 〇 〇 (
1

3
)

2

× (
2

3
)

2

 

        事象ア，イ，ウの確率は，試行の独立性より，すべて (
1

3
)

2
× (

2

3
)

2
 

        さらに事象ア，イ，ウは排反より，求める確率は，(
1

3
)

2
× (

2

3
)

2
+ (

1

3
)

2
× (

2

3
)

2
+ (

1

3
)

2
× (

2

3
)

2
=

4

27
 

                                         答え 
4

27
  

  （３） ４回中２回以上成功する事象は，次の①②の和事象の余事象である。 

         ① ４回とも失敗         ② ４回のうち１回だけ成功 

       各場合の根元事象とその確率を表に整理すると下のようになる。 

事象 事象 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 確率 

①４回とも失敗 － × × × × (
1

3
)

4

 

②４回のうち 

１回だけ成功 

②-ア 〇 × × × (
1

3
)

3

× (
2

3
)

1

 

②-イ × 〇 × × (
1

3
)

3

× (
2

3
)

1

 

②-ウ × × 〇 × (
1

3
)

3

× (
2

3
)

1

 

②-エ × × × 〇 (
1

3
)

3

× (
2

3
)

1
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         ①の確率は， (
1

3
)

4
=

1

81
      ②の確率は，4 × (

1

3
)

3
× (

2

3
)

1
=

8

81
 

         事象①と②は排反より，いずれかが起こる確率は，
1

81
+

8

81
=

9

81
=

1

9
 

         よって求める確率は，１－
1

9
=

8

9
        答え 

8

9
 

 

【3】 （１） 𝑦 = 2𝑥2 − 2(𝑝 − 3)𝑥 + 𝑝2 − 6𝑝 ・・・① 

         ①のグラフは，下のようになる。ここで𝑓(𝑥) = 2𝑥2 − 2(𝑝 − 3)𝑥 + 𝑝2 − 6𝑝 とおくと 

                                   題意を満たす必要十分条件は,下の三式が同時に成り立つこと 

𝑓(1) > 0・・・（ア） 

𝑓(2) < 0・・・（イ） 

𝑓(3) > 0・・・（ウ） 

         （ア）より，𝑝2 − 8𝑝 + 8 > 0   

𝑝2 − 8𝑝 + 8 = 0 の解が4 ± 2√2であるから，𝑝 < 4 − 2√2，または4 + 2√2 < 𝑝 

         （イ）より，𝑝2 − 10𝑝 + 20 < 0   

𝑝2 − 10𝑝 + 20 = 0 の解が5 ± √5であるから，5 − √5 < 𝑝 < 5 + √5 

（ウ）より，𝑝2 − 12𝑝 + 36 > 0   

(𝑝 − 6)2 > 0  より，𝑝 < 6，または6 < 𝑝 

          2√2≒2.8，√5≒２．２に注意して（ア）（イ）（ウ）から得られた不等式を数直線に表す。 

          ３つの条件すべてを満たす𝑝の値の範囲は斜線部になる。 

 

 

            

                

 

答え 4 + 2√2 < 𝑝 < 5 + √5 

     

 (2) 再び，2√2≒2.8，√5≒２．２に注意すると，4 + 2√2 < 𝑝 < 5 + √5 を満たす整数は𝑝 = 7のみ 

    このとき①は， 𝑦 = 2𝑥2 − 8𝑥 + 7 = 2(𝑥 − 2)2 − 1  

                      よって①のグラフ（放物線）の頂点 P の座標は（2，－1） 

         また， 𝑥軸との共有点の座標は， ①に 𝑦 = 0を代入することで，2𝑥2 − 8𝑥 + 7＝0 より 𝑥 =
4±√2

2
 

よって求める座標は（
4−√2

2
, 0）（

4+√2

2
, 0）・・・この２点を A,B いずれに指定してもよい 

𝑦軸との共有点 C の座標は， ①に 𝑥 = 0を代入することで𝑦 = 7  C（0,7） 

         答え Ｐ(２,－１)  Ａ（
4−√2

2
, 0）  Ｂ（

4+√2

2
, 0）  Ｃ（０，７） ＊Ａ，Ｂの座標は入れ替わっても正解 

 

 

 

 

１ ・ ・ ・ ３ 

２ 

― 

＋ ＋ 

〇 
5 − √5 5 + √5 4 − 2√2 

p ● 

０ 
〇 

６ 
〇 〇 

4 + 2√2 
〇 
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【出題のねらい】 

本学の数学の入学試験問題は，基礎能力入試，一般入試とも，３題中２題が記述式の大問，残る１題が短答式の

小問集で構成されている。記述式に重きを置くのは，受験者の論理的思考力を調べるためである。これが医療系の

学問修得に必須の力となる。 

【１】は短答式小問集。因数分解の計算技能，正弦，余弦，正接の関係式， n 進法と 10 進法の変換など，教科

書の例題レベルの問題を集め，基礎基本の定着度を調べた。 

【２】は，反復試行の確率の計算技能，試行の独立，事象の排反，余事象の考え方を問うことを通じて，思考力，判

断力を試した。 

【３】 ２次関数の係数を２次方程式の解の存在範囲から規定していく，計算練度の必要な問題である。また連立

不等式を解く過程で，実数の大小比較に別の難度があり，最後までやり遂げた受験生は，かなりの計算力を持つ

と言えるだろう。 


